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IT時代のプロジェクトワーク型授業

プロジェクトワーク型授業の特性

② 学習者は情報の受信者であるとともに
情報の発信者になりうる

③ IT環境の活用方法を教えるばかりでなく、
情報の扱い方も含めた指導が可能である

①学習者が自らのニーズと興味にあわせて

テーマを選択できる



日本語セミナー（プロジェクトワーク型授業）

学習者：東京国際大学の学部１年生
日本語能力試験 １級合格者 約３割

残りは２級レベル
主に漢字圏の出身者

クラスの規模：１クラス 約２５名

授業時間：１コマ（９０分）×２４回
（週２回 １２週）



１．日本語の4技能の総合的な力を伸ばす
情報の収集 ・・・読む
情報の活用 ・・・書く
情報の伝達 ・・・話す・聞く

プロジェクトワーク型授業の目的

２．IT環境自体を言語学習の道具として
活用する能力を高める
情報の収集 ・・・インターネット検索エンジン
情報の活用 ・・・学習ツール
情報の伝達 ・・・Power Point ＆ Word



授業の全体の流れ

４段階に分割し、各段階に６回の授業をあてる

１．導入
環境問題の基礎知識およびコンピュータ・リテラシーの学習

２．基礎調査
調査項目に関する情報収集とパワーポイントによる発表

３．アンケート調査
アンケート作成・調査の実施・アンケートの集計・グラフ化

４．最終報告
２．３．の調査結果をまとめ、パワーポイントを用いて発表
さらに全体をワードを用いてレポートとしてまとめて提出



プロジェクトワーク型授業のためのサイト

インターネット上の学習環境
http://www.tiu.ac.jp/org/labo/link/japanese/step1.html

② 学ぶための学習環境
→ 日本語駆け込み寺
→ 日本語教材図書館
→ 日本語読解支援「リーディング・チュウ太」

③ 自律学習のための学習環境
→ 新聞・ラジオ・テレビetc. へのリンク

① 調べるための学習環境
→ 各種検索エンジンへのリンク
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◎プロジェクトワーク型の授業については全員が肯定的な評価だった

この科目の授業評価：4.7（4.6～4.9） 一般平均：3.7（3.3～4.0）

・インターネットで提供されている情報の活用方法がよくわかった

・インターネット上のさまざまな道具についても利用できるようになった

・パワーポイントを作るのは楽しいし、ほかの人の発表の仕方からも

いろいろな勉強ができた

・自分で調べてまとめて発表するというこの授業でゼミや他の科目の

レポートもきちんとできるようになったと思う

◎どんな点を評価したか

学習者の評価



インターネットを活用した
プロジェクトワーク型授業の留意点

１．教師の役割

・コンピュータ・リテラシーの段階的な導入

・インターネット上の情報やツールの紹介
・自律学習を可能にする日本語学習支援

２．情報倫理教育の必要性

・インターネット上の情報の信頼性の問題
・インターネット上の情報の持続性の問題
・情報源の明示とコピーライトへの十分な配慮



インターネットを活用した

プロジェクトワーク型授業

日本語学習支援のためのサイト
http://www.tiu.ac.jp/org/labo/link/japanese/

読解学習支援システム「リーディング・チュウ太」
http://language.tiu.ac.jp

チュウ太のミラーサイト（ルーバン・カトリック大学）
http://akira.arts.kuleuven.ac.be/waran/index.html


